
 

               

 

～和歌祭四百年式年大祭～ 

第八代将軍吉宗公「松平健氏」に続く 

大名行列を率いる紀州藩主が決定しました 

 

５月１５日（日）開催の「和歌祭四百年式年大祭」において、第八代将軍吉宗公「松平健氏」に

続き、江戸時代の紀州徳川家に関する歴史資料を参考に復元製作した、大名駕籠
だ い み ょ う か ご

、衣装、道具等を

使用し、大名行列の一部を実演します。 

実演にあたって、大名駕籠に乗っていただけるお子様を募集した結果３８名に応募があり、和歌 

山市立宮小学校２年の森長
もりなが

遥海
は る み

様に決定しましたので、次のとおり就任式典を行います。 

  

１ 出 席 者   紀州藩主 森長
もりなが

 遥海
は る み

様（和歌山市立宮小学校２年） 

２ 日 時  令和４年５月６日（金） 17 時 00 分から 

３ 場 所  和歌山城ホール ３階多目的スペース 

 

※なお、この事業は文化庁の補助事業「Living History（生きた歴史体感プログラム）促進事業」を活

用して実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 文化振興課 

担 当 者 福田・中平 

電    話 （073）435－1194 

内  線 3018 

Living History 促進事業とは 

 国指定・選定文化財を核として、往時を再現した行事・歴史体験事業の実施、及び当時の調度品

や衣装の整備・展示等で歴史的な出来事や当時の生活を再現することにより、生きた歴史の体感・

体験を通じて文化財の理解を促進することを目的とした文化庁の補助事業です。 

記 者 発 表 

令和４年４月２８日 

 

第 53 回紀州おどり「ぶんだら節」の大名行列の様子 

隊列（予定） 


